
は
い
し．
め
に

浩
二
⊥
卸

夢
二
軒

夢
三
埠

茅
謡
路

茅
芝
草

苛
六
野

分

札

　

キ

ロ

号
ロ
　
　
＼
三
ロ

の
　
綺
　
迫
　
泉

～

．

射

場

集

と

今

昔

胸

諸

塚

と

の

囲

債

を

と

お

し

て

－

1

泉
　
社
　
棒
　
和

目

　

次

待
遇
泉
現
の
枕
怒
（
一
〕

符
風
友
誼
の
哀
歓
（
二
〕

綺
風
泉
凪
の
比
怒
＝
ニ

未
密
燭
の
矢
車

卑
聯
泉
現
欠
く
鼻
の
偶
無
性

専
攻
表
現
偶
無
煙
の
否
定

韓
が
に
柑
え
て

は
．
い
し

．
め
に

君
聞
寒
と
今
昔
絢
語
賃
と
は
堆
い
痢
稀
に
あ
る
が
、
直
捧

T
J
の
揖
春
画
確
に
は
魚
日
と
事
め
ち
耽
る
こ
と
、
・
項
が
．
向
島

に
は
共
通
母
胆
を
な
す
先
行
家
弟
昔
と
し
て
試
侠
守
浣
大
納

（
之
）
．

言
物
語
の
存
在
を
智
を
L
得
る
＝
と
、
以
上
は
、
親
誇
庸
見

為
の
咽
で
声
く
行
け
れ
て
い
5
風
説
と
受
取
っ
7
＝
よ
い
よ
う

で
あ
る
。

一
路
∴
∴
誼
料
∵
と
い
う
l
の
の
完
瓜
管
∵
」
、
獲
∵
リ
与
、
礪
古
手

の
存
在
宰
東
顔
し
得
甘
言
の
止
脅
給
の
こ
と
、
更
に
こ
け
、
筆

饅
為
の
存
在
を
考
慮
に
入
れ
狛
げ
亨
う
め
埠
令
も
有
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
言
語
主
体
は
、
先
行
電
話
き
尊
卑
す
る
に
当
っ
て

い
か
な
る
物
き
き
し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
ほ
、

例
え
げ
、
一
二
の
語
句
の
衆
更
に
止
ま
る
中
速
彿
肯
姦
藤
吉

鵜
め
∵
と
し
て
、
謙
語
内
容
そ
の
′
も
の
の
資
産
「
「
ー
縮
読
、
増

大
九



欄
幕
を
も
含
め
て
　
ー
　
に
至
る
ま
で
の
、
硝
々
金
塊
合
舛
有

り
得
る
の
で
あ
る
研
、
小
塙
に
お
い
て
は
、
よ
り
端
的
に
．

、
苫
語
主
体
の
亘
錫
の
介
入
宴
印
す
例
と
し
て
、
待
遇
泰
現
に

裟
倒
督
し
て
み
ょ
う
と
凰
う
。

〇
三
蔵
、
維
瑠
璃
ノ
唐
ヲ
机
ノ

上
二
者
テ
、
花
ヲ
歓
、
ン
盾
ヲ

七
〇

三
蔵
紬
璃
ゾ
兎
ツ
ホ
ヲ
札
ノ

上
二
持
ヂ
花
森
．
庫
テ
新
二

械
テ
祈
り
申
、
ン
給
フ
ニ
七
日

嘩
ヌ
　
　
　
　
　
　
　
　
（
引
・
J

O

三

顧

1

今

七

日

ヲ

可

接

吐

け

七
日
過
ヌ

（
有
〕

昇
一
坤
　
待
遇
ゑ
頚
の
比
韓
へ
一
）

南

ア

こ

ノ

給

へ

川

、

七

日

ヲ

史

ぺ

イ

マ

七

日

中

七

日

延

打
蘭
環
第
三
藷
、
今
膏
物
語
集
巻
筋
去
∵
松
島
ふ
「
に
は
、
「

婦
を
三
蔵
L
　
（
打
開
）
・
、
二
康
呼
食
三
顧
L
　
（
今
昔
）
と
包

王
と
居
室
各
人
珍
と
し
て
沓
珍
す
る
。
両
作
品
に
お
け
る
、

＝
れ
ら
の
大
坪
に
坪
す
る
碕
渡
ゑ
硯
を
対
照
し
て
櫓
げ
れ
廿

次
の
解
く
採
る
。

テ

祈

り

給

7

一

－

　

へ

有

・

2

）

○
ぎ
一
蔵
l
、
今
、
　
日
う
可
神
政

キ

由

ヲ

申

シ

給

7

．

申

シ

給

㍗

晩

テ

七

日

ヲ

根

絶

レ

又

．

（
い
1
年
）

0
絆
ノ
聴
身
∴
賛
シ
テ
礼
埠
恭
敬

〔
　
耳
　
：
≒
蔵
L
　
〕

∵
今
′
　
嶺
こ

〇
三
歳
雇
テ
隻
ハ
ク
　
「
　
釈
迦
特

へ
　
（
略
）
　
L
　
（
わ
頁
年
行
）

（
省
　
間
）

卑
骨
矢
給
紅
に
申
（
灘
《
竹
）

一
ン
テ
祈
り
給
7
穫
　
（
の
・
∫
）

〇
三
慮
、
令
利
出
給
1
ル
由
ヲ

国
王
一
P
　
や
シ
絶
プ
　
（
山
・
‘
）

ィ
ヤ
し
て
日

中
久
．
～
＼
一

枚
朽
レ

ヲ
延
㍗
純
血
ヲ

へ

テ

絢

こ
（
毎
）

ノ

ー

ラ

心

由

ヲ

ヘ
ー
r

隆

テ

ィ

マ

七

日

へ
付
し

〇
三
歳
ノ
患
：
∴
給
ハ
ク
　
（
わ
∴
牲
）
一
三
範
や
ク
　
（
鶉
）

〇
三
蔵
各
テ
電
バ
ク
　
（
わ
ー
？
）

〇
三
麻
谷
テ
官
〓
ク
　
（
払
・
ほ
〕

〇
三
席
節
り
す
出
車
キ
由
了
知

給
ヒ
ツ
　
　
　
　
　
　
（
払
・
り
）

一
三
垣
ノ
申
云
　
（
甘
）

三
鹿
、
乎
サ
ク
　
（
紺
）

三
蔵
窮
へ
毒
血
ヲ
申
ス（習
）

〇
三
壌
ノ
中
・
ン
忠
言
完
璧
テ
忠
一
－

奇
ヲ
逢
テ
舎
利
ヲ
妥
置
シ
卑

び

一

一

1

テ

行

フ

間

二
へ
．
朋
）

三
敬
三
二
舎
利
出
給
血
ヲ

・
甲
八
　
　
　
　
　
　
　
へ
竹
）

三
蔵
／
申
工
晩
テ
速
こ
塔

ヲ

漫

拾

テ

此

舎

利

ヲ

食

指

母

給

7

（

専

2

）

一

・

一

ノ

奉

絵

ヘ

リ

へ

撮

）

右

の

如

く

、

「

三

味

L

は

、

今

昔

物

語

集

に

お

い

て

は

、

一

骨

し

て

尊

翠

語

を

以

て

待

嘩

さ

れ

7

、

い

る

の

に

対

し

て

、

れ

繍

昔

希

に

ガ

∴

二

（

ほ

、

尊

敬

玲

準

等

あ

る

い

は

謙

譲

語

を

頼

て

待

避

さ

れ

て

L

l

る

と

∵

〕

発

異

を

絡

め

る

こ

と

が

悠

束

も



一
方
、
「
重
し
　
「
国
王
L
 
l
＝
対
し
て
は
い
か
が
で
あ
う
、
フ

い
。
〔
対
　
「
壬
し
　
「
国
王
」
　
〕

〇
五
′
蜃
バ
ク
．
「
異
観
、
理
浄
子

今
．
を
ス
ア
否
㌔
ト
　
　
へ
由
∴
ユ

○
三
ノ
宮
二
ク
　
　
（
ん
・
g
）

〇
回
王
室
＜
ク
　
　
（
b
t
仲
〕

○
国
主
。
ノ
隻
へ
ク
　
へ
中
″
）

○

釘

壬

鸞

テ

壌

所

こ

行

テ

恩

給

ニ

　

　

　

　

　

　

　

ヘ

有

・

‘

）

其
尺
改
作

給

へ

へ

衛
ふ
土
ア
⊥
・
闇

へ
隼
〕

王

ノ

、

給

バ

ク

啓
三
悶
絶
ク

三
部
小
舟

（
瀬
）

（
お
）

（
習
）

王
概
テ
往
テ
見
総
。へ専

）

持
闇
集
第
九
誌
、
今
昔
坤
琵
倦
巻
多
大
の
算
．
六
に
∴
ほ
∴
　
「

女
壌
三
疎
し
、
「
病
弟
　
〔
観
白
夜
菩
薩
＝
本
音
、
観
世
菩
薩

＝
門
間
）
L
伊
主
審
人
物
と
し
て
登
場
す
る
も
　
両
作
品
に
お

け
る
、
こ
れ
ら
の
大
物
「
二
戸
て
る
待
遇
泰
現
き
比
解
し
て
み

る
の
に
∵
⊥
今
話
を
、
観
世
音
菩
薩
が
号
牧
に
般
若
心
経
き
繰

り
終
っ
て
雀
を
消
す
と
こ
ろ
ま
で
．
（
今
首
〃
・
付
、
打
開
廟
）

の
前
孝
と
、
そ
れ
以
魂
の
ふ
楼
耳
∴
こ
に
∵
分
け
　
て
葬
祭
す
る
収
容

の
布
l
る
こ
と
が
P
中
る
，
ま
す
前
半
に
お
け
る
二
二
五
笑
L
 
l
二

姉
す
う
待
避
應
硯
幸
次
の
解
く
下
あ
る
。

箸
の
如
く
、
両
作
品
炎
に
尊
敬
語
き
吠
て
待
遇
し
て
お
り
、

例
外
的
に
今
昔
物
語
集
に
左
の
一
例
き
見
出
す
に
過
ぎ
甘
い
。

（
今
　
　
昔
　
）

○
失
望
。
渡
り
総
閥
、
兵
キ
野

ノ
軋
。
迫
キ
ヲ
適
”
総
7
積

○
凍
ノ
画
ノ
王
　
（
喝
）
　
絃
ヂ

「
何
人
け
二
二
間
1
二
一
（
中
3
）

作
国
王
ア
ア
ン
ヒ
テ
是
ハ

町
人
ソ
ト
間
給
　
（
殉
〕

ご
u
乱
し
ス

へ
結
・
3
）

詐
ち
、
茶
話
に
画
し
て
持
、
今
巷
物
語
集
は
l
「
三
嵐
了
　
「

釘
壬
」
を
桑
に
＝
尊
敬
待
愚
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
打
画
集

は
．
、
「
国
主
し
そ
尊
顔
待
避
し
て
い
る
息
で
．
今
昔
解
語
庫
と

箸
し
い
が
、
三
ユ
敏
L
．
ト
尊
敬
裾
遇
し
て
い
な
い
古
寺
昇
る

＝

と

が

わ

か

る

。
第
二
啓
　
狩
遇
泉
現
の
比
敢
（
エ
〕

O

「

人

二

極

β

ト

経

絡

テ

喜

ヲ

討
∵
シ
テ
、
迫
ク
寄
テ
見
絵
へ

再
　
　
　
　
　
　
（
存
l
J
）

○
敢
肴
l
じ
経
ヲ
音
ヲ
単
テ
諦
シ

給

7

。

此

ノ

経

ノ

者

で

閻

テ

（
給
・
7
）

0
比
疋
経
ハ
、
津
師
、
天
竺
一
－

（
1
T
　
岡
）

尺
竺
テ
沫
彿
∵
t
こ
復
テ
俸

声

ヲ

皆

ヒ

往

夕

属

守

野

′

、
意
力
二
「
通
ヲ
往
垂
ト
ホ

グ
・
ご
7
日
「
プ
し
ヌ
　
　
へ
竹

入

エ

ア

ヒ

ヌ

ト

終

テ

植

ヲ

ナ
，
ン
テ
ヨ
リ
子
息
ハ
　
（
廟
）

杷
経
ヲ
巷
ヲ
サ
＼
ケ
テ
藷

程
。
此
ヰ
ヲ
聞
テ
　
（
鞠
〕

凍
。
給
7
筒
ニ
・
遺
賢
ン

比

祀

経

ハ

三

蔵

′

え

竺

ヲ

リ
濾
ル
閏
息
一
∵
ァ

七
一



布
へ
時
給
二
∴
こ
m
′
後
身

（
砧
・
占
1
〕

O
「
事
ノ
句
碑
ヲ
伺
い
㌔
竪
7
、

寄
テ
閏
テ
宅
バ
ク
　
「
汁
八
何

人
ノ
呵
サ
ル
　
上
的
膏
デ
　
（
彿
完
）

○

戎

師

・

此

レ

㌢

喝

テ

漁

ヲ

流

、
ン
テ
安
八
ウ
　
1
汝
か
一
色
刀
へ
軋

一
一
不
浄
′
一
堀
川
ユ
タ
▼
（
甜
∵
エ

0
戎
蹄
、
烏
チ
、
病
為
′
彿
ノ

賭
す
見
ず
亀
リ
給
7
（
〃
γ
且

○
悲
ビ
′
貯
滞
空
／
鬼
守
谷
モ

不

浄

給

だ

、

囁

タ

も

殉

ヲ

川

爽
膿
汁
ヲ
攻
テ
吐
†
キ
ッ

（
砧
・
？
）

○

頚

ノ

下

ブ

リ

牌

ノ

程

マ

デ

韓

り

7

、

ン

絶

ブ

こ

、

舌

ノ

、

跡

、

例
ノ
虔
㌣
一
慮
り
時
行
テ
愈
1

（
砧
・
佃
〕

伝

タ

テ

マ

ツ

ル

啓

軽

視へ刷
）

盲
∵
！
ア
∴
リ
サ
マ
　
ヲ
喝
按
へ

ナーー何

人

イ

カ

ナ

ル

事

ア

リ

テ

（
竹
）

三
頭
目
ヨ
リ
ナ
、
、
、
守
ヲ
ナ

カ
、
ン
．
テ
′
耳
汝
わ
身
ハ
不
孝

一
一
喝
し
ダ
ー
ー
　
（
脚
〕

管

ヨ

リ

テ

昭

ノ

穫

う

先

手

フ
ル
　
　
　
　
　
　
（
栂
）

悲

′

杷

渾

㍗

マ

、

嘆

モ

ヲ

ホ

エ

ヌ

ロ

テ

カ

ナ

・

ン

か

リ

ア
レ
ハ
⊥
不
フ
ル
　
　
へ
僻
）

頚
篭
ヨ
リ
膿
票
鴇
り
下

窄
。
只
癒
三
と
以
イ
ブ
（硯）

○
荷
も
喝
、
農
芸
骨
鮨
「
こ
　
ヰ

殆
嘘
キ
事
尭
膵
－
・
二

鼻

テ

遭

ウ

ニ

．

此

番
ノ

誓

潮

ク

卑

テ

凰

し

げ

木
モ
祐
し
、
ち
獣
モ
ネ

E
h
 
J
L
、
．一

ヲ
、
擾

奇
埼
一

′

、
草

東
で
止

預
∵
二
号
テ
ふ
兄
レ
付
、
一
人
ノ

花
八
有
l
－
ク
「
放
し
が
各
色
＋

＝
L
　
思
フ
覚
二
　
へ
空
目
1
）

ヒ
ユ

リ
マ
キ
▼

T
〓
－
：
！
∵
÷
琴
沓
八
滴
∵

「
コ
り
テ
見
し
言
葦
芳
し
、

イ

ナ

ラ

ヌ

殉

ア

り

・

島

部

ノ

ダ

。

見

ス

嘆

ノ

タ

へ

．

ワ

タ

グ
し
　
ハ
鼻
デ
フ
　
タ
『
テ
ア

．
7
ナ
わ
ネ
土

ヤ

、

ン

ウ

ニ

発

　

つ

一

リ

テ

ミ

し
ハ
一
人
∵
叱
入
ア
リ
　
「
／
レ

オ

各

ユ

ナ

リ

グ

リ

ト

見

童

こ

．
・
∴
リ

′

　

1

′

．

・

、

ゑ
∵
う
け
い
二
P
、
え
行
詑
醇
嘗
∴
工
吼
上
こ
う
育
つ
に
1
－
の
恒
。

「
万
、
叡
世
告
菩
薩
∵
ト
対
し
て
は
ノ
バ
の
血
／
＼
で
あ
る
り

○
比
ノ
高
大
忽
変
ジ
テ
顔
色

在暮

夜

ト

喝

り

給

ヒ

ヌ

（

砧

・

け

）

〇

着

商

、

帥

⊥

∴

冬

居

終

㌢

ノ

、

法

師

一

｝

告

テ

、

官

バ

ク

「

汝

ヂ

兵

ノ

（

讐

（

鎚

読

〕

○

櫓

諦

ソ

承

工

矢

紛

ヌ

（

付

・

止

此
病
ロ
エ
モ
イ
ハ
．
ス
貴
キ

観
世
菩
薩
域
ヌ
　
（
昭
〕

此
革
起
局
舎
テ
∩
∵
メ
マ
ハ

ク
好
八
五
「
ノ
　
へ
路
㌍

（僻〕

革

わ

イ

ケ

ツ

婦

こ

久

給

ヌ
（揮）

右
の
如
く
、
今
青
物
藷
環
に
お
い
て
は
、
尊
串
符
鞄
鮮
与

え
ら
れ
て
い
る
が
、
拝
欄
賓
了
‥
お
い
て
け
全
く
与
え
ら
れ
て

い
な
∴
∵
．
但
し
、
項
の
個
所
主
は
、
今
昔
脾
誇
凛
に
お
い
て

t
、
呵
外
的
に
尊
敬
待
遇
が
与
、
ズ
こ
つ
れ
て
い
甘
い
。

初
め
の
明
き
除
け
げ
、
両
作
品
貴
に
尊
顔
最
愛
を
し
て
い

う
が
、
＝
れ
は
む
し
ろ
索
敵
㌻
こ
い
う
ふ
二
子
で
あ
ろ
う
ハ
．
叢
、
桝

の
血
∵
ト
服
∵
つ
て
、
れ
開
幕
佃
尊
顔
廣
現
き
L
 
Y
か
ノ
つ
ト
∵
の
け

（人）

主
語
の
「
病
［
L
 
l
二
引
か
ふ
単
た
か
㍉
つ
か
ゴ
こ
阿
れ
年
　
い
。



濱
ン
に
、
後
半
に
日
モ
ノ
、
移
す
こ
と
・
に
す
る
ゐ

？
舟
二
∵
享
密
へ
L
　
〕

○
免
一
一
億
テ
韓
、
、
、
碩
ケ
給
1
　
筍

ノ
　
杷
絶
、
此
　
し
也
っ
　
へ
い
－
絹
）

○
藩
札
ヨ
孫
．
⊥
首
二
二
所
）
、
エ
鴇

サ

テ

比

繕

う

食

テ

見

場

一

′

デ
、
塩
l
－
給
い
ム
名
山
1
－

へ

招

∴

3

0
藷
師
大
願
ヲ
立
テ
、
神
り
稔

り
ト
去
言
㌣
異
ノ
繚
杢
ソ
・

（

‰

I

2

）

○
声
師
ノ
宴
ク
、
「
此
′
舶
傾
ク

へ
略
）
　
　
　
　
　
　
　
（
％
・
ヱ

読
カ
ケ
給
頼
り
　
　
へ
聖

如
是
遠
門
宍
ヲ
草
魚
メ
テ

点
呼
鯨
7
　
　
　
（
用
）

0
誇
師
、
、
「
名
／
ノ

日
当
此
ノ
鍋
ヲ

■

　

／

啓
給
亨
、
耳
。

曾
ッ
し
づ
　
子
壕

議
丈
ヲ
　
沈

与
h
テ
ム
L

鍋

ヲ

我

人

し

。
凍
給
ヌ

（
年
率
～
）

雪
予
診
門
ノ
　
滝
ヨ
l
題
ハ
　
虹

鍋
、
ヲ
出
下
卑
ラ
喝
入
ッ
如

ナ

ホ

リ

テ

辛

＝

濱

ヌ（
岬
⊥

の
如
く
、
再
訂
　
「
音
笑
L
 
l
二
討
て
る
藤
森
碕
轟
き
藤
し
て
い

る
の
　
で
為
る
。

雪

穴

噸

フ

立

チ

祁

給

へ

ト

其
′
域
ナ
シ
　
　
へ
㈹
）

第
三
坤
　
待
遇
泉
現
の
珪
酸
（
三
〕

せ
駕
に
討
二
て
る
碕
最
長
硯
け
・

三

蔵

ノ

、

給

ク

比

船

ノ

カ

ウ
が
∴
ダ
フ
ク
　
へ
略
）
へ
佃
）

門
間
魚
の
錫
合
倣
可
、
l
二
束

化
篭
見
せ
、
一
尊
敬
泉
規
に
転
じ
て
い
う
こ
と
と
知
る
＝
り
で
あ

る

。

か

か

る

変

化

肘

何

餞

に

竺

じ

た

の

か

雅

刺

の

確

り

で

な

い

が

、

一

旦

、

尊

顔

承

規

に

転

じ

た

債

に

も

、

鼻

貌

待

遇

と

与
え
ぬ
、

○

法

師

、

此

し

ヲ

碍

テ

迫

り

飴

7

間

、

稽

逐

珂

ト

車

7

珂

亨

智
八
線
－
プ
杷
鼻
ト
云
川
l
ヲ

打
開
凍
第
六
韓
、
今
笥
物
語
農
産
ゑ
二
一
の
茅
二
五
P
、

前
半
は
、
弘
声
大
師
が
在
唐
の
御
、
日
本
の
号
に
向
け
て
撒

伊
た
　
「
五
鋸
L
 
C
今
昔
で
i
了
　
「
三
解
し
　
）
の
落
ち
た
場
所
を

丹
生
・
島
野
の
こ
粒
の
明
神
の
導
オ
∴
上
∫
：
リ
瑠
し
当
て
る
誰

彼
半
口
、
大
師
の
曽
踊
り
帝
チ
に
当
∵
る
　
「
薇
右
僧
正
L
∴
今
昔

で
∵
ほ
「
礼
弟
子
′
観
腎
何
正
L
〕
研
、
入
定
隼
の
大
師
の
角

の
由
′
り
の
世
事
を
守
る
請
い
、
？
培
っ
て
い
る
。
そ
＝
手
先
で

前

半

、

討

議

大

師

に

対

す

る

絹

温

泉

現

せ

見

て

み

る

。

痛
＝

〔　蛸、．｝

績
給
7
。
　
　
　
（
的
・
絹
～
）

の
　
例
き
見
、
更
に
ヰ
藷
の
末
尾
に
到
っ
て
、

（
今
　
　
昔
）

〇
号
漸
ク
先
一
－
絡
玲
フ
程
一
●

（
麿
・
咤
）

（
打
．
蘭
J

年
淘
1
免
除
程
。
（
払
）



O
　
「
珂
ゾ
ノ
　
聖
人
ノ
行
干
ね
フ

〆
ト
　
　
　
　
　
　
　
へ
扇
与
）

〇
人
坤
′
壕
バ
ク
　
「
舞
レ
、
庸
二

シ
テ
三
鋸
ヲ
均
テ
『
尊
卑
▼
ノ

雪
穴
。
蕗
予
て
響
ヒ
†
ノ
ゥ
　
今

某
所
ヲ
求
メ
行
二
7
セ
し
ト
。

（
I
D
‘
・
女
J

O
　
「
此
′
　
山
大
∴
ふ
綿
大
守
」
ト
昭

㌔
、
・
．
　
　
　
　
　
．
十
‥
二

ナ

ソ

　

ノ

聖

人

ノ

か

ウ

ノ

テ

ハ

往

総

ソ

ト

右

目

　

　

へ

聖

虎
二
二
7
入
会
「
笑
へ
キ
折
？

此

五

首

　

ハ

落

ト

テ

槻

シ

酋

攻
に
、
後
半
の
　
「
應
看
僧
正
し

七
四

l
＝
対
す
る
時
運
易
現
を
見

て
　
み
る
。

○
大
坪
一
′
予
習
禰
弟
与

一
l
ゾ
当
一

此

八

一

師

一

一

へ

ヒ

ヰ

コ

弟

子

ケ
ル
。
　
　
　
　
　
　
（
明
・
ヱ

求

後

守

リ

ト

イ

ラ

へ

絡

C
の
⊥

0
碓
ノ
　
山
一
二
㌢
1
入
定
・
ノ
喝
ヲ

こ

の

よ

う

に

、

両

作

品

基

に

、

大
轡
偲
養
ノ
ノ
ヲ
キ
ナ
ニ
ソ

っ
　
ハ
　
プ
レ
L
「
．
ガ
・
呼
・
ト
開
始

六
的
）

弘
法
大
師
に
∴
町
し
て
疎
街

狩
埠
を
与
え
る
の
が
原
則
と
認
め
ら
れ
る
。
例
外
的
に
、

○

希

げ

席

。

シ

テ

痢

ゲ

シ

祈

ノ

三

餌

落

ク

ラ

ム

啓

ヲ

尋

と

ト

畢
テ
　
　
　
　
　
　
　
へ
牢
巧
）

○
大
師
逢
給
テ
　
　
　
　
（
坐
岬
）

教

服

五

甘

藷

タ

ラ

4

珂

鼻

開
▼
タ
り
ケ
し
バ
　
　
㌫
∵
ェ

○

新

†

剃

刀

ヲ

頼

テ

御

覧

ヲ

剣

呑
ケ
ル
　
　
　
　
　
　
（
仰
・
z

O
綿
ヲ
車
ク
碑
テ
何
呑
－
一
髄
奉

テ
ケ
．
リ
、
・
　
　
　
　
C
呼
・
＆

○
和
衷
∵
涌
渚
。
罪
へ
偶
′
′
テ
名

車

テ

出

ス

。

僧

正

、

包

ラ

、

二

ふ

′

ム

ア

タ

リ

総

ヒ

ケ

ル

（
印
）

カ
ヤ
ウ
三
春
語
チ
比
為
ヲ

締

結

ク

リ

ケ

し

ハ

　

C

9

3

）

知

力

フ

ソ

リ

、

ン

テ

判

奉

り

給

ヒ

ケ

ル

　

　

へ

9

7

）

誇
示
言
こ
リ
　
ナ
ウ
え
ナ
チ
坤

孝
。
懲
阜
払
吋
へ
リ
ケ
ツ
　
（
璃
）

和
賀
ナ
一
ィ
、
、
、
∴
ン
ク
淳
、
ン

マ
わ
′
ケ
テ
蕎
本
給
テ
窓
ホ

ト
調
母
ア

（80）

隻
ヲ
翁
．
ソ
と
7
、
、
今
鵜
テ
現
し

牟
う
ん
様
一
－
不
骨
ご
通
え
∵
悲
レ

り

　

フ

タ

千

給

ト

テ

十

も

今

鶴

テ

刹

し

ん

碑

。

不

覚

ニ

大
師
呼
テ
　
（
？
。
〕

テ

，

　

　

　

　

　

　

論

・

9

⊥

一

挿
絵
キ
ル
　
　
　
　
　
へ
宵
1
）

官
と
・
双
方
l

こ
、
誘
う
い
け
「
方
に
迫
芸
警
呑
頚
の
え
落
し
た

例
が
見
受
け
ら
れ
る
∵
に
こ
過
か
∴
甘

法
大
師
が
卑
称
碕
亀
を
受
け
て

如
く
・
そ
あ
る
。

〇
度
昭
マ
リ
ケ
レ
付
、
大
師
ハ
鼠
王

給
ケ
ル
。
　
　
　
　
．
（
撃
‘
）

い
、
。
後
年
、
ト
か
い
て
も
、
′
弘

い
る
∴
恩
け
塵
∵
り
甘
い
。
左
　
の

慮
り
シ
ツ
マ
リ
テ
穣
一
一
大
締
ハ

軋

上

絵

ケ

叱

へ
打
）

今′者にガいて．1了、弘法大師に対する待遇とは穆あ

て対密的lこ、敢為僧正に：対して日、一用「息空軍暴風

と困∴りて∴い互い∴′両名l：対する特価の差異を明示て

る↓のの朝くそある。二号、打開凛l。おい7－

台、離

着僧正亘↓いても、寸ヾ
て尊球春現を出て漫してお

ぅ∵今昔物語集どの閏に曙、ヱっ㌫農が革めlら机ろ二



僅

し

、

寸

て

て

の

鞠

隼

塊

捧

に

お

い

て

、

柘

に

吐

べ

た

如

き
明
峰
亨
革
具
霊
祀
や
り
れ
1
㌢
わ
け
で
け
ケ
∵
L
と
子
、
又

尊
貴
で
あ
う
b
　
攻
に
、
与
、
の
こ
と
チ
ふ
竺
へ
た
∴
∵

第
四
節
・
朱
雀
確
の
え
卑

相
聞
屠
第
一
九
鶉
、
今
革
讐
警
告
濱
野
〓
：
憲
芸
二
は
、

弘
弟
大
師
が
神
重
箱
l
こ
お
い
て
璃
雨
護
の
帝
法
を
行
う
誰
籍

で
あ
う
。
こ
の
挽
鴇
で
甘
、

（
今
　
昔
）

○
大
師
、
言
い
ハ
′
一
息
デ
、
坤
乾

㌍
∴
碕
南
料
ノ
法
ヲ
々
峰
メ

矧
が
　
　
　
　
　
（
鍋
・
？
〕

（
打
　
噸
）

匹
診
大
師
考
　
神
泉
行
指

南
経
浅
給
　
　
　
　
（
瑚
）

の

如

く

、

両

作

品

弟

に

‥

大

師

－

て

尊

敬

表

現

と

用

い

て

い

う

例

j
L
布
乙
〆
げ
、

。
結
㌶
㌶
㌶
㌶
ノ
言
㌶
㍑
…
折
㌫
…

妊
′
瑠
霊
何
十
ル
R
P
イ
人
「

僧
都
、
冷
夏
テ
嘗
バ
ク
、

ダ
不
知
で
ヤ
㍉
（
賂
）
L
も

ノ「（
掬
山
愛
一
一
．
有
珂
嫡
男
叱
ト
云
地

（
略
｝
　
ト
鼠
遠
「
　
（
望

の
如
く
、
打
開
集
に
‥
お
い
て
堕
卑
貌
奉
現
を
欠
い
た
例
l
有

り
、
本
論
に
つ
l

、
て
奮
え
げ
、
今
事
物
埠
轟
が
弘
準
大
師
に

l
l
、
王
寸
て
鼻
歓
表
現
真
相
．
い
て
い
る
の
に
、
打
開
壌
に
お

い
て
げ
、
使
用
不
使
用
世
相
半
浄
し
て
い
．
る
p
え
、
本
館
に

登
場
す
る
養
女
絶
王
に
つ
い
て
も
、

。
鵠
雪
、
㌢
、
空
（
．
鍋
一
芸
三
軍
譜
）

の
解
く
、
両
名
の
碕
遇
表
現
が
見
る
。
こ
う
し
た
状
渇
き
l

、

い
′
に
誰
叩
尋
7
べ
き
か
如
問
確
と
な
る
。
一
つ
け
文
体
南
中
・
う

迫
る
方
法
が
有
ろ
う
。

汀
聞
集
の
本
誌
H
、
「
笑
時
神
衆
池
言
此
つ
り
後
坤

修
浩
行
、
こ
云
l
′
L
で
綺
穂
ら
れ
て
い
て
、
久
末
に
練
也
の
助

字
「
え
」
が
由
い
ら
れ
て
い
る
・
＝
の
助
字
を
読
む
、
い
不
抜

l
こ
て
る
か
用
言
今
開
わ
な
∴
∵
と
し
て
も
、
構
え
そ
の
も
の
け

環
え
体
と
見
て
鼻
え
え
甘
い
で
あ
∵
ろ
う
。
し
か
し
甘
が
ら
、

「
方
「
∵
お
＝
、
て
・
「
止
九
拝
摺
四
大
僧
即
今
阜
八
十
ム
見
ル

L
に
．
前
里
＝
ら
れ
た
徳
的
詞
r
ナ
ム
L
q
環
入
朝
事
体
に
口

（
？
d

見
ら
れ
な
い
語
で
あ
り
・
更
に
、
官
頑
丈
の
「
行
靖
雨
繕
法

紛
L
・
ト
ほ
繊
細
動
詞
∵
給
L
が
嗣
∴
∵
ら
れ
て
い
7
、
こ
れ
け

ど
し
ろ
和
化
．
環
丈
体
の
礪
微
を
備
え
て
い
る
と
見
る
㌢
さ
構

文
で
あ
る
。
締
め
主
塙
嘱
し
た
「
御
修
法
行
え
、
石
、
L
て
ら
、

和
代
増
え
体
の
一
徹
捲
た
る
痩
頭
串
の
「
卸
し
を
内
包
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
＝
の
よ
う
に
し
て
、
本
拳
全
体
と
し
て
、

そ
れ
丈
体
符
徹
き
「
足
に
双
売
る
＝
と
が
培
え
な
い
。
．
－
定

七
五



l
て
網
去
ら
れ
言
て
い
㌢
＝
し
ろ
に
∵
・
む
し
ろ
本
舘
の
文
体
の
碕
唱

（4）

が

各

て

る

と

兄

も

ヾ

き

い

l

知

れ

な

∴

㌦

い
ま
　
（
　
つ
▼
誉
　
れ
閉
幕
が
、
言
わ
′
l
る
よ
う
に
現
法
唱
導

ハ
・
∫
）

の

埠

の

メ

モ

的

埠

格

乏

一

面

に

お

い

て

弱

ち

、

し

た

触

っ

て

え
孝
養
現
解
凍
だ
、
十
命
と
撃
え
う
れ
て
い
甘
い
面
を
轟
っ
1

の
だ
と
す
る
、
五
時
か
ら
迫
る
音
速
で
あ
る
。
こ
の
立
場
に
立

脚

す

れ

仲

、

食

感

的

に

尊

華

語

至

解

し

た

の

で

け

な

く

・

借

や
尊
敬
ゑ
現
が
整
え
ら
れ
な
い
つ
た
に
過
ぎ
二
甘
い
、
と
い
う

こ
　
と
　
に
　
な
ら
、
つ
。

右
1
こ
せ
言
、
主
い
チ
机
の
見
方
き
寸
′
ろ
Y
に
こ
せ
よ
、
庫
藷
の
丈

骨

が

泉

だ

蟹

備

こ

い

膿

て

い

な

い

．

と

∵

っ

息

上

こ

お

い

．

7

け

一

致

寸

る

て

奉

ろ

う

．

○
啓
ケ
足
一
一
在
マ
・
ン
テ
せ
ノ
清
一
－

頗
ナ
ム
後
一
一
　
　
　
（
射
・
‘
）

○

儲

－

、

物

隻

フ

奇

説

＝

や

し

（
和
一
‘
）

脅
此
。
オ
ハ
・
ン
チ
事
午
後

。
虫
テ
　
（
望

物
ナ
ノ
給
∴
！
二
言
誓

の

如

く

、

両

作

品

共

に

、

尊

朝

を

現

を

向

い

て

い

る

事

例

も

存
て
る
卵
、
一
・
万
、

〇
大
師
、
哩
テ
一
ノ
　
菅
′
　
内
。

項
の
　
　
　
　
　
　
（
飢
l
′
）

○
木
綿
　
（
碕
）
　
祀
ノ
画
へ
政
ル

閥
∵
《
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
射
・
‘
）

大
師
響
テ
せ
内
つ
一
七
′
リ
総

（瑚）

大
師
悦
テ
絶
宙
。
逃
、
ン
メ

○
所
．
～
∃
伺
〔
私
行
ク
＝
牟

少
卵
五
節
　
尊
敬
泉
硯
久
蕗
の
偶
然
性

○
足
7
句
ラ
方
。
え
ル
●
一
、
逢

こ

野

山

ヲ

感

テ

人

望

二

郎

可

（
わ
ー
用
ん
▼

給
開
展
1
行
給
。

尽
ノ
村
方
。

ヲ
薗
テ
人
望

人
相
ク
1

・
∵

－
．
∴

在
籍
去
。
山

こ
由
総
　
へ
ル
こ

こ．・．

の
如
く
、
今
青
物
涛
集
に
お
い
て
け
尊
敬
鼻
堀
を
欠
く
例
や
、

打
開
奮
第
一
八
藷
、
今
昔
滑
津
壊
拳
第
一
一
の
孝
一
で
は

魯
覚
大
師
世
入
唐
の
御
、
倉
岳
久
子
（
今
昔
ネ
ロ
「
患
正
夫

手
L
）
　
の
碑
浩
破
滅
の
音
に
痩
遺
し
、
音
数
を
せ
れ
る
沈
鴇

逆
に
、

〇
五
恨
∴
ノ
者
へ
雪
聖
人
。
在
　
マ
、
ン

ヶ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
お
－
！
〕

ィ
，
、
、
、
ン
う
漬
か
り
ケ
ル
キ
ノ
り

で
あ
る
。
本
籍
l
二
お
い
て
は
、

（
今
　
骨
）

○

大

師

、

牟

′

形

。

蹴

テ

在

芸

（
針
・
え
）

大
師
l
二
対
し
、
（
打
　
咽
）

大
師
大
形
。
疎
給
ヌ
（
加
）

○
出
チ
碑
諸
弓
i
智
ヒ
可
．
紛
モ

セ
ル
　
L
7

呼
浅
草
也
　
（
聖

（璃）

也
の
如
く
、

て
い
る
。

（
卑
・
〓
）

打
確
保
言
∵
み
い
、
て
目
鼻
敬
康
現
を
欠
く
例
J
∵
各
し

あ
る
′
い
は
え
、



〇
人
師
、
冬
ヲ
喝
テ
士
阜
ビ
ラ

。
ノ
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
か
・
ハ

恨
域
テ
　
ヘ
璃
）

○
此
1
人
！
　
後
、
〒
立
テ
大
入

（
針
∴
ユ

○
凍
ノ
方
エ
サ
ビ
行
ク
へ
紺
∴
悠

比
人
、
菜
。
具
入
（
望

奥
方
や
テ
埠
立
テ
往
完
）

・
の
壷
・
く
、
両
作
品
只
に
、
卑
貌
去
登
現
吏
忘
今
ト
て
い
る
事
碗
竜

存
す
る
の
で
あ
る
用
　
言
∵
讃
、
木
津
に
お
け
る
総
革
嘲
痴
「
に
よ

っ
・
て
須
恵
す
れ
膝
を
あ
や
く
ケ
ろ
。

の
小
1
知
れ
な
l
、
小
ぢ
ノ
や
．
弟
．
る
。

頴
十
、
門
間
革
帯
五
藷
・
今
骨
物
語
境
港
巌
一
一
の
茅
二

八
万
、
錬
塔
年
師
牢
≠
オ
青
さ
放
彿
示
岳
示
ヰ
・
壊
年
ふ
今
日
る

堵
鞍
で
萌
が
。
て
＝
す
、
旬
音
大
坤
主
対
す
る
時
過
去
乳
を

軋
ろ
．
の
に
、

0
蒜
が
門
竺
終
車
プ
可
伝
「
l

壁
間
梱
l
脾
庸
塙
へ
キ
所

置
キ
折
々
石
！
予
ト
・
務
し
三
求
メ
往
給
二
（
由
）

不
使

用

H稜 牽
‥嘗

人

て

る
－琴、討

渾

欄

．

′価 姉御

所

．
四

に
利

溝

現

′－

六

ー 丁＋1
丸 三 絹

〆 一

七

．
↑
妹

九 ニ
ロ

常
メ
脅
、
キ
吟
了
。
　
（
仙
－
り
〕

牲
∵
句
作
占
え
了
‥
尊
敬
泉
硯
子
品
∵
∵
誓
亭
倒
せ
あ
㌃
、

○
軒
寺
▼
＝
封
可
奇
′
十
舞
す
れ
苛

唾
テ
且
貝
1
車
を
膵
シ
　
（
…
・
！
）

ソ
う
　
二
　
万
　
ハ
∴
ン
テ
虻
寺
′

ナ

ノ

l

　

、

1

－

．

　

　

　

タ

、

q

l

毎
ヲ
恩
給
一
一
イ
ト
鮮
頂
．
ン（釦
〕

げ
、
今
昔
物
語
集
．
聖
卑
轟
思
料
す
妄
く
．
事
例
下
1
　
あ
る
。

芝
に
、

省
間
珠
l
こ
か
い
て
大
師
に
対
し
て
尊
単
車
硯
き
用
い
る
率

（
′
息

が
・
今
昔
物
語
風
∴
仁
兄
ぺ
て
ふ
訪
い
．
と
∵
っ
こ
と
が
∴
石
象
る
。

し
か
し
甘
加
、
ウ
、
、
∴
の
す
小
、
り
直
ち
に
、
打
開
簾
の
慈
覚
入

印

に

訂

す

る

琳

恵

度

桝

、

今

昔

物

語

集

よ

り

ゴ

ュ

高

い

こ

と

に

け
甘
・
ケ
な
い
。
甘
ぜ
甘
ら
仲
、
今
骨
物
語
息
に
か
い
て
何
党

ト
尊
試
患
現
車
同
∵
り
れ
甘
い
　
っ
㌫
小
の
説
明
軒
ふ
聖
乳
な
い

略
り
V
錘
々
尊
敬
志
穏
和
憩
え
ェ
「
れ
な
∴
γ
つ
ト
∵
ト
渦
肯
甘
＝

○
老
僧
ヲ
呼
虫
寺
、
語
ヒ
恰
フ
ゥ

（
川
・
り
）

ヨ

　

t

イ

一

ア

＼

　

カ

バ

y

ラ

フ
（印）

ほ
、
省
間
集
が
尊
敬
泰
規
き
た
く
事
例
で
あ
る
。
叉
、

○

腎

司

テ

璃

ナ

ル

虜

。

行

テ

此

ノ

盲
：
二
間
フ
。
　
　
　
　
（
．
昭
二
⊥

了
卜
p
t

萄
一
？
且
蛸
明
十
‥
ル
T
定
捕
帥
∴

有
一
二
間
ハ

C紬〕

亘

　

両

作

品

甥

に

尊

敬

長

規

と

欠

く

濱

例

で

薫

る

。

い

亨

、

ヰ

藷

に

ガ

け

う

総

事

例

放

∵

ト

よ

っ

て

志

示

丁

れ

げ

在
の
如
く
有
る
。

七
七



こ

の

巌

値

か

ら

ほ

、

智

経

大

壷

に

ぶ

て

受

両

作

品

の

待

遇

泉
規
l
こ
差
異
を
見
申
す
＝
と
・
ほ
虐
撃
で
あ
る
。
郎
ち
・
．
い
す

れ
小
町
作
品
l
こ
卑
額
表
現
の
用
∵
り
れ
て
い
写
∵
苛
桝
が
存

在
し
て
宣
、
‥
て
れ
汀
、
偶
．
1
尊
、
そ
り
れ
な
か
っ
た
了
過
ぎ
な

い
も
の
か
｛
痺
れ
す
、
L
′
た
由
っ
て
、
虐
ち
仁
、
両
作
品
を

車
載
奉
喝
の
布
魚
′
の
町
立
と
い
う
画
債
に
、
の
＝
て
肥
え
る
＝

と
け
、
出
木
葉
い
∴
ヒ
恩
う
の
で
、
あ
・
る
。

こ
の
よ
、
i
U
啓
噴
泉
埠
の
欠
落
に
、
轟
食
四
年
・
、
璃
無
睦

の
存
在
す
る
こ
て
く
押
坤
硬
や
放
る
と
す
れ
梓
、
上
蝿
や
窟
二

ニ
、
三
甲
の
韻
事
例
毛
、
あ
る
い
け
へ
　
専
味
の
食
い
偶
無
の

結
果
と
判
肺
す
ヾ
さ
与
の
享
壱
ろ
う
聖
　
＝
郡
長
l
‥
つ
い
て
・

更
言
∵
男
良
で
し
て
二
？
た
＝
．

事

六

時

　

尋

前

表

現

場

祭

服

の

香

乗

れ
囁
農
事
ニ
二
軍
　
今
昔
埼
語
軋
番
茅
葉
の
算
こ
は
、
摩

騰
迦
（
れ
軸
で
1
ユ
「
虎
責
了
）
、
竺
童
画
（
－
れ
覇
で
骨
「
魯

慈
噂
し
｝
ノ
と
、
⊥
増
．
の
捕
ユ
＝
∴
単
清
新
完
璧
「
与
し
て
、
窮
鳥
肘

枕
1
。
購
つ
．
セ
∵
エ
往
錆
で
あ
う
ゎ
　
軒
事
日
、
ふ
摩
峰
、
迎
の
上
々
と

逢
せ
竺
巧
と
の
吹
挽
き
対
蛇
的
′
．
に
欄
与
す
る
寺
薄
に
よ
っ
て

避
行
す
る
。
耳
．
誌
の
持
週
番
頭
上
、
縛
王
注
目
し
た
‥
二
4
ほ

壊
拷
弾
き
市
了
勒
謂
「
の
し
「
が
L
の
使
∴
∵
分
け
∵
で
ゑ
∵
箕

虎
に
、
卒
話
午
餐
揚
す
各
人
．
物
ポ
「
′
し
　
あ
る
日
バ
　
「
か
し

ハ

7

）

の
掩
し
た
等
明
き
、
す
て
て
埼
げ
．
て
み
う
。

（
今
　
　
奇
）

．
線
J
柊
′
　
明
薄
ノ
顔
二
二
単
五

一
頃
盈
ナ
ノ
方
こ
亙
し
・
け
箪
J

連
ヰ
ノ
方
二
一
や
、
ン
テ
　
云
ク

（弱・‘）

遭
阜
ノ
方
ヨ
り
　
　
急
・
且

畢
・
せ
′
。
雰
ノ
　
鴻
⊥
ぺ
ハ
（
平
り
〕

偉
埼
卑
坤
ノ
方
二
人
a
・
茸

席
．
騰
卑
綺
！
雰
票
J
鞍
7
｝

卑
碑
法
師
・
′
亨
′
．
速
丈
二

へ
甜
・
？
）

（
帯
　
同
〕

口
頭
明
薄
′
呼
坤
　
（
l
班
）

留
庵
八
子
方
－
一
冒
し
リ
（
聖

屠
ノ
方
l
一
甲
魂
　
へ
望

唐
人
方
去
り
　
｛
．
調
）

席
人
法
門
．
　
（
椚
）

鈍
麻
孝
々
方
。
∴
　
（
望

、
r
餐
わ
音
字
づ
　
（
望

、
子
音
か
上
の
埠
門
　
（
望



席
謄
鴻
綺
二
′
方
′
僻
甘
利

（
弱
t
紬
）

摩
騰
法
師
′
方
二
浪
テ
申
り
）

、
r
孝
方
ノ
ロ
合
判
（
塑

√
孝
．
万
。
封
≠
　
（
聖

＝
こ
王
見
ら
竺
っ
よ
1
ぅ
王
、
今
昔
物
峯
豊
壌
に
お
言
て
ほ
、

「
明
▲
呼
L
磯
の
「
直
す
L
　
「
摩
騰
汚
濁
L
の
す
べ
⊥
て
・
に
「
ノ
L

芋
痺
せ
し
め
て
い
る
．
＝
れ
レ
ト
持
し
て
、
打
開
濱
に
ガ
い
て

け
、
　
「
明
や
L
　
及
び
　
「
増
大
し
　
「
虎
（
′
へ
）
　
L
　
に
は
　
「
ノ
し

き
、
一
方
、
1
度
等
し
　
に
1
1
　
r
が
し
　
き
絃
せ
し
め
て
∴
∵
て
例

外
∴
∵
患
い
。
こ
の
よ
う
に
㍉
　
帯
開
幕
．
の
l
堵
合
は
、
哨
ら
示
∵
に

r
ノ
L
　
と
∴
「
か
し
　
と
′
の
・
村
立
研
認
め
ら
れ
、
L
に
触
　
っ
て
、

通
規
に
舞
え
け
・
、
「
膚
人
一
L
「
止
ヾ
て
「
席
等
し
∵
（
超
∴
隼
や

空
研
Y
空
蝉
増
す
ら
牲
て
い
た
、
と
、
∵
フ
：
と
l
‥
な
る
の
で

串
も
。
一
方
、
今
昔
物
語
貨
の
暢
合
口
、
さ
よ
、
つ
な
差
別
舛

な
さ
れ
て
い
甘
い
　
っ
・
た
＝
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
貫
に
日
、

寒
々
の
上
．
で
、
毛
早
場
患
柁
左
小
人
丁
て
る
余
地
は
魚
く
l
、

今

昔

脾

舘

珠

と

打

開

珠

と

の

甲

に

、

待

遇

春

攻

上

、

意

味

膏

も
吋
、
亘
の
存
在
す
る
＝
と
き
明
示
す
る
寸
の
と
判
画
せ
ね
ば

甘
、
り
甘
い
て
．
あ
ろ
う
。

と
す
れ
．
博
、
第
二
蹄
に
お
け
る
「
帝
恵
三
厳
し
、
第
二
時

に
お
け
る
「
石
質
三
蔵
L
、
第
一
一
（
節
に
お
け
る
r
私
法
人
師

L
　
と
r
怒
号
稽
正
し
等
の
、
今
笥
砂
詩
集
と
打
開
集
と
の
鴫

上
∵
諦
め
、
ら
れ
る
埼
遇
表
現
の
碗
噂
な
差
等
堕
∵
　
車
言
㌃
⊥
卑
乳

の
有
る
句
、
牽
き
差
∵
7
才
の
と
詳
密
L
T
、
よ
い
、
こ
と
に
甘
ろ
、
お

玖
上
櫓
げ
た
外
に
′
1
、
両
持
晶
の
咽
で
緑
色
表
現
の
皐
る

事
例
は
存
す
る
示
、
1
孝
一
や
単
げ
ろ
に
及
げ
与
い
．
で
あ
う

ぅ
り
摘
草
に
確
め
れ
け
譲
の
如
く
な
る
。

A
相
聞
・
今
昔
黄
l

こ
尊
敬
待
遇
へ
仝
例
）
き
与
え
て
い
う

対
象
、
－
卜
状
．
理
呼
龍
樹
菩
薩
観
世
蕃
菩
薩
三

代
入
室
厳
符
和
尚
へ
以
上
縄
の
丈
）
組
（
令
結

え
）

β
荷
作
．
品
番
に
「
郎
用
例
主
卑
街
綺
轟
を
与
え
て
い
る
対

象
－
菟
常
人
坤
．
智
浮
木
師
弟
患

C
ど
ナ
ウ
Å
ノ
小
一
音
下
卑
甲
待
遇
の
与
え
ら
れ
二
て
い
る
対
象

〔
井
関
で
与
ノ
え
ら
れ
て
い
あ
イ
ュ
の
〕

六
才
堅
チ
解
毒
縛
正
面
三
条
八
顧
・
上

〔
今
昔
下
与
え
．
∵
ヶ
れ
て
し

、、
う
l
・
の
り

碑
薄
利
経
冷
瑠
璃
会
三
衝
達
磨
鴫
摩
冤
（
鳴

車
薬
・
什
〕
弘
．
法
人
坤
国
王
宅
乾
へ
丸
印
甘
例
外

と
含
む
）

奮

伊

に

代

え

て

市

閤

集

と

今

昔

響

語

環

と

の

埠

取

談

話

亘

そ

の

信

孝

l

：

お

い

7

渚

l
、

人

間

播

き

弔

し

て

＝

∵

急

y

：

巧

・

く

ら

ふ

“

て

∴

い

ろ

‥

の

第

七

九



あ
う
が
、
り
て
机
に
寸
拘
ら
ず
こ
恍
鶉
中
の
同
一
人
物
に
対
す

る
碕
亀
奉
現
が
、
両
作
品
の
．
閥
で
妥
る
例
の
托
す
る
こ
と
を

唖
ヾ
て
き
た
。
毒
わ
れ
急
や
く
、
両
作
品
解
凍
に
節
倹
乍
詣

大
約
ユ
ニ
ロ
物
語
ノ
さ
見
．
持
説
蘭
書
と
て
る
寸
の
で
あ
る
存
「
り
げ
、

此
の
待
遇
泉
現
の
食
味
膏
呑
対
立
の
存
在
ほ
、
何
を
語
る
竃

の
t
・
†
あ
ろ
う
．
か
。
「
埠
悪
去
嵐
し
1
言
葉
三
蔵
、
L
研
、
打
開

隼
に
．
お
．
言
て
言
予
示
這
言
料
晶
蒜
這
完
工
恵
ぶ
ふ
、
又
、
「

尊
者
L
が
「
唐
人
（
－

1
漫
士
「
L
L
で
ケ
絃
笠
現
せ
∵
？
机
上
∵
の
h

何
故
示
∴
ト
つ
言
て
l

l
、
′
今
日
的
骨
繊
壬
以
て
し
て
隼
各
易

l
二
理
解
し
難
い
と
‥
う
そ
あ
る
が
、
そ
、
し
▼
に
、
．
詑
詩
の
事
0

号
∵
の
存
在
を
魚
成
し
得
な
い
互
の
が
寄
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